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《手記「わたしの暮らし」》の応募のお願い
去る４月１日、多くの人たちの不安や怒りを無視して、障害者自立支援法が施行されました。準備不足のまま施行されたため、地域での混乱や不安が広がっています。
障全協は、この怒りや不安を、国会や行政への要請、マスコミに公開するための資料として、暮らしの実態を文集「わたしの暮らし－手記」を作成します。

つきましては、下記の要領で「手記」を作成していただきますようお願いいたします。

記

１．あなたの暮らしの実態を通して、障害者が単に甘えや損得で制度を利用しているのではないことを、社会に訴える形で、手記をまとめてください。

２．文章はあまり長くならないよう、できればＡ４用紙１ページ以内にまとめてください。
３．氏名（匿名でも可）、年齢、障害種別、性別、現住所の都道府県名、電話・ＦＡＸ番号（電話番号等は、事務局整理のためです。公表しません）を必ず書いてください。

４．形式は、下記の書式等の中から、ひとつの様式を選んでください。
●様式１：手記形式
作文形式で、用紙１ページ程度にまとめたもの。

●様式２：日記形式
朝起きてから夜寝るまでの１日の行動等の時間を追って記録したもの。できれば平日と休日の２日分を提出してください。

●様式３：家計簿形式
１ヶ月の収入と支出を決算形式にまとめてください。障害者本人の収入（年金・工賃など）と、本人のために支出した交通費、被服費、食費（家族と一緒の場合は、本人相当額を按分）、特別の出費など、「障害者本人のひとり暮らしを想定した」収支計算書を作ってください。

以上
